
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸込口から室内気を吸い込みかつ吹出口から吹き出すためのファンと、
　前記室内気と室外ユニットから供給された冷媒との間で熱交換を行う室内熱交換器と、
　換気ファンで吸引した室内気を換気ホースで 室外へ排気する換気装置と、
　各種電気回路素子よりなる室内ユニット制御部と、
　これらの各機器を収納するケーシングとを備え、
　前記換気装置の室内気吸入系統にフィルタ取付部を設けると共に、
　前記ケーシング 前記換気
ホースの出口を室内へ向けて開口させる

打
抜開口部を設けたことを特徴とする室内ユニット。
【請求項２】
　前記打抜開口部は、 複数箇 けられ、それぞれが複数の打抜形状
を備えていることを特徴とする請求項１に記載の室内ユニット。
【請求項３】
　室外熱交換器と、熱交換器に高温高圧の気体冷媒を送出する圧縮機と、
　各種電気回路素子よりなる室外ユニット制御部とを具備してなる室外ユニットと、
　請求項１または２に記載の室内ユニットとを備えたことを特徴とする空気調和機。
【発明の詳細な説明】
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には、前記換気装置の空気清浄機能または換気機能に対応した
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を室外に開口させるものであって外部との接続部材を通す通路用打抜開口部とを有する

ケーシングの壁面に 所設



【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、暖房又は冷房により快適な室内環境を提供する室内ユニット及び空気調和機に
係り、特に、室内の空気を換気することができるようにした室内ユニット及び空気調和機
に用いて好適な技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
空気調和機は、室内ユニット及び室外ユニットの二つの大きな構成要素からなっている。
これらの各ユニットには、冷媒と室内気との間及び冷媒と室外気との間における熱交換を
行う室内熱交換器及び室外熱交換器が備えられている。
【０００３】
これら室内熱交換器及び室外熱交換器は、他に圧縮機、膨張弁等の要素を加えて冷媒回路
を構成する要素になっている。冷媒はこの回路を物理的に循環することで、熱的にも高温
高圧気体、低温低圧気体、高温高圧液体、低温低圧液体という状態変化の循環プロセスを
辿り、室内の冷暖房を実現することになる。なお、この室内の冷暖房は、直接的には前記
室内熱交換器内の冷媒と室内気との熱交換により実現されることになる。
【０００４】
ちなみに、暖房運転時は、圧縮機で高温高圧の気体とされた気体冷媒を室内熱交換器に送
出して、当該冷媒と室内気との間で熱交換を行うことにより冷媒は凝縮し高温高圧の液冷
媒化が実現される。また、冷房運転時は、高温高圧の気体冷媒を室外熱交換器に送出して
室外気と熱交換させて高温高圧の液冷媒とし、これをさらに膨張弁に通すことで減圧し、
低温低圧の液冷媒として室内熱交換器に送出し、この冷媒と室内気との間で熱交換を行う
ことにより蒸発し低温低圧の気体化が実現される。
【０００５】
このような空気調和機には、空調する室内の換気を目的として、室内の空気を室外に排出
する換気装置を備えたものがある。この換気装置は、室内ユニットに設置された換気専用
のファンを運転することで、換気専用の吸気口から室内の空気を吸引して室外に排出する
機能を有している。なお、換気装置により換気可能な空気量は、室内ユニットから吹き出
される空調空気量と比較すればかなり小さなものである。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上述した換気装置を備えた空気調和機の場合、せっかく換気機能を有している
にもかかわらず、設置する部屋の環境や設置位置などの諸条件によっては、空気調和機に
よる換気が不要になったり、あるいは、換気機能を使用できないこともある。このような
場合、せっかく備えている換気装置を他の用途にも使用できるようにすることが好ましく
、換気装置の有効利用によって空気調和機の商品性をさらに向上させることが望まれてい
る。
【０００７】
本発明は、上記の事情に鑑みてなされたものであり、空気調和機の換気装置を他の用途に
も選択的に有効利用できるようにすることを目的としている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、上記課題を解決するために以下の手段を採用した。請求項１に記載の室内ユ
ニットは、吸込口から室内気を吸い込みかつ吹出口から吹き出すためのファンと、前記室
内気と室外ユニットから供給された冷媒との間で熱交換を行う室内熱交換器と、換気ファ
ンで吸引した室内気を換気ホースで 室外へ排気する換気装置と、各種電気回路
素子よりなる室内ユニット制御部と、これらの各機器を収納するケーシングとを備え、前
記換気装置の室内気吸入系統にフィルタ取付部を設けると共に、前記ケーシング

前記換気ホースの出口を室内へ向け
て開口させる
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打抜開口部を設けたことを特
徴とするものである。
　

【０００９】
このような室内ユニットによれば、換気装置の室内気吸入系統に設けたフィルタ取付部に
除塵フィルタを設置し、かつ、換気ホースの出口を室内へ向けて開口させると、換気ファ
ンの運転により吸引される室内気がフィルタを通過して室内へ排出されるので、換気装置
により室内気の除塵作用及び循環作用を得ることができる。また、フィルタ取付部に設置
するフィルタとして空気清浄フィルタを採用すれば、換気装置を空気清浄装置として機能
させることができる。すなわち、室内気の換気装置と、室内気の除塵装置または空気清浄
装置との中から、いずれかを選択して使用することが可能になる。
この場合、前記打抜開口部は、外部との接続部材を通す通路用打抜開口部と共用して複数
箇所に設けられ、それぞれが複数の打抜形状を備えていることが好ましい。
【００１０】
請求項３に記載の空気調和機は、室外熱交換器と、熱交換器に高温高圧の気体冷媒を送出
する圧縮機と、各種電気回路素子よりなる室外ユニット制御部とを具備してなる室外ユニ
ットと、請求項１または２に記載の室内ユニットと、を備えたことを特徴とするものであ
る。
【００１１】
このような空気調和機によれば、室内ユニットに設けられた換気装置を、室内気を吸引し
て室外へ排気する換気装置として、あるいは、吸引した室内気を除塵してから室内へ排出
する除塵装置または空気清浄してから室内へ排出する空気清浄装置として、いずれかを選
択して使用することが可能になる。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明による室内ユニット及び空気調和機の実施の形態について、図を参照して説
明する。
図１は空気調和機の全体構成を示す説明図である。空気調和機は、室内ユニット１０及び
室外ユニット２０から構成されている。これら室内ユニット１０及び室外ユニット２０は
、冷媒が導通する冷媒配管２１や図示しない電気配線等により接続されている。冷媒配管
２１は２本備えられており、冷媒は、その一方において室内ユニット１０から室外ユニッ
ト２０へ、また他方において室外ユニット２０から室内ユニット１０へと流れることにな
る。
【００１３】
室内ユニット１０は、ケーシング１１と前面パネル１２とが一体的に構成されたものとな
っている。ケーシング１１は各種の機器を収納する中空部材であり、このケーシング１１
に対して前面パネル１２が開閉可能に取り付けられている。ケーシング１１内には、プレ
ートフィン＆チューブ型の室内熱交換器１３、略円筒形状のクロスフローファン（ファン
）１４等が備えられている。さらに、ケーシング１１には、室内ユニット１０に関する種
々の動作制御等を行うため、各種の電気回路素子から構成された室内ユニット制御部１５
が備えられている。室内ユニット制御部１５は、運転状況やエラーモードを表示するため
の適当なインジケータ１５ａを備えており、該インジケータ１５ａは制御部１５と配線で
接続されるなどして、室内ユニット１０の適所に配置されている。このインジケータ１５
ａは、前面パネル１２などに設けられた透視部１２ａにより、外部からも確認可能となっ
ている。なお、ケーシング１１の後方には、据え付け板１６が備えられ、これにより室内
ユニット１０を室内の壁等に設置することが可能となっている。
【００１４】
前面パネル１２には、吸込グリル（吸込口）１２ｂが前面及び上面のそれぞれに形成され
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る。



ている。室内の空気（室内気）は、これら吸込グリル１２ｂにより多方向から室内ユニッ
ト１０内に吸い込まれるようになっている。ちなみに、吸込グリル１２ｂの背後にはエア
フィルタ１７が備えられており、吸い込まれた空気等の粉塵を除く働きをしている。
また、前面パネル１２の下方に位置するケーシング１１には吹出口１１ａが形成されてお
り、ここから暖められた空気あるいは冷やされた空気が吹き出されるようになっている。
なお、この空気吸込及び空気吹出は、前記クロスフローファン１４が回転することによっ
て行われる。
【００１５】
また、この室内ユニット１０は、室内の空気を吸引して室外へ排出する換気装置３０を備
えている。この換気装置３０は、換気専用の換気ファン３１と、換気ファン３１に接続さ
れた換気ホース３２と、前面パネル１２に吸込グリル１２ｂと隣接して一方の側端部側（
図３に示す例では右側）に開口する換気専用の室内気吸入口３３とにより構成されている
。換気ファン３１の吸い込み側には、図２に示すように、フィルタ３４を取付可能な集風
部材３５を介して室内気吸入口３３が連通し、換気ファン３１の吐出側には換気ホース３
２の一端が連結されている。
【００１６】
集風部材３５は、前面パネル１２側の開口面積が室内気吸入口３３とほぼ一致して広く、
換気ファン３１に連結される後部ほど換気ファン３１の吸込口に合わせて狭くなっている
。換気運転時は、換気ファン３１が作動することにより室内気吸入口３３から室内の空気
を吸引するので、吸引された室内気は換気ファン３１及び換気ホース３２を通って室外へ
と排出される。また、図３に示す符号の３６が換気ファン３１の吸入口に連通する吸入開
口部であり、上述した室内気吸入口３３から集風部材３５の吸入開口部３６を経て換気フ
ァン３１に至る室内気の流路が、換気装置３０の室内気吸入系統となる。
なお、換気ホース３２の他端は、冷媒配管２１及び図示省略の電気配線と共に壁を貫通し
て設けられたスリーブ（図示省略）を通って室外に開口している。
【００１７】
上述した室内ユニット１０は、各種の運転操作を行う操作部として、リモートコントロー
ラ２２を備えている。このリモートコントローラ２２には各種スイッチ等が設けられてお
り、空気調和機の運転操作信号を室内ユニット制御部１５の受信部（図示省略）へ向けて
送信することができる。なお、空気調和機の運転操作は、室内ユニットの適所に設けられ
た図示省略のスイッチ類でも一部実施可能である。
【００１８】
室外ユニット２０には、筐体２０ａ内に室外熱交換器２０ｂ、プロペラファン２０ｃ、圧
縮機２０ｆ、室外ユニット制御部２０ｇ等が備えられている。室外熱交換器２０ｂは、周
囲に多数のプレート状フィンを備えた冷媒配管により構成されており、冷媒と室外気との
熱交換を実現するためのものである。プロペラファン２０ｃは、筐体２０ａ内に背面から
前面へと抜ける空気流を生じさせることにより新たな空気を常に筐体２０ａ内に取り込ん
で、室外熱交換器２０ｂにおける熱交換効率の向上を図るために設けられている。
【００１９】
なお、前記室外熱交換器２０ｂ及びプロペラファン２０ｃが外部と向き合う筐体２０ａの
面には、それぞれフィンガード２０ｄ及びファンガード２０ｅが設けられている。フィン
ガード２０ｄは、前記プレート状フィンが外部からの不意の衝撃により破損することなど
がないように設けられているものである。ファンガード２０ｅも、これと同様にプロペラ
ファン２０ｃを外部衝撃から保護することを目的として備えられているものである。
【００２０】
圧縮機２０ｆは、低温低圧の気体冷媒を、高温高圧の気体冷媒に変換して吐出するもので
あり、冷媒回路を構成する部品の中では最も中心的な働きを担うものである。ちなみに冷
媒回路とは、この圧縮機２０ｆに加えて、上記した室内熱交換器１３、室外熱交換器２０
ｂ、冷媒配管２１、膨張弁、及び冷媒の流れ方向を規定する四方弁（膨張弁及び四方弁は
共に不図示）等から概略構成され、冷媒を室内ユニット１０と室外ユニット２０との間で
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循環させる回路である。
【００２１】
室外ユニット制御部２０ｇは、前記プロペラファン２０ｃ、圧縮機２０ｆ、その他室外ユ
ニット２０に備えられた各種機器に関する動作制御等を行うもので、各種電気回路素子か
ら構成されているものである。
【００２２】
室外ユニット２０には、上記の他、筐体２０ａを支持するとともに外部振動等の影響を回
避するため、台座２０ｈが備えられている。また、前記圧縮機２０ｆに近い筐体２０ａの
壁は、前記圧縮機２０ｆのメンテナンス等を実施するため取り外し可能なパネル２０ｉを
備えたものとなっている。
【００２３】
以下では、これらの構成よりなる空気調和機の作用について、暖房運転時及び冷房運転時
のそれぞれの場合に分けて説明する。
まず、暖房運転時には、圧縮機２０ｆで高温高圧の気体とされた冷媒は、冷媒配管２１を
通り室内ユニット１０の室内熱交換器１３に送られる。室内ユニット１０内では、クロス
フローファン１４により吸込グリル１２ｂから取り込まれた室内気に対して、室内熱交換
器１３を通過する高温高圧の気体冷媒から熱が与えられる。このことにより、前面パネル
１２下方の吹出口１２ｃから温風が吹き出されることになる。また同時に、高温高圧の気
体冷媒は、前記室内熱交換器１３において凝縮液化し、高温高圧の液冷媒となる。
【００２４】
この高温高圧の液冷媒は、再び冷媒配管２１を通って室外ユニット２０における室外熱交
換器２０ｂに送られる。室外ユニット２０では、図示しない膨脹弁を通過し減圧されて低
温低圧の液冷媒となり、プロペラファン２０ｃにより筐体２０ａ内に取り込まれた新しい
室外気から、室外熱交換器２０ｂを通過する低温低圧の液冷媒が熱を奪うことになる。低
温低圧の液冷媒は、このことにより蒸発気化して低温低圧の気体冷媒となる。これが再び
圧縮機２０ｆに送出され、上記過程を繰り返すことになる。
【００２５】
次に、冷房運転時には、冷媒は上記とは逆方向に冷媒回路中を流れる。すなわち、圧縮機
２０ｆで高温高圧の気体とされた冷媒が、冷媒配管２１を通過して室外熱交換器２０ｂに
送られ、室外気に熱を与えて凝縮液化し高温高圧の液冷媒となる。この高温高圧の液冷媒
は、図示しない膨張弁を通過して低温低圧の液冷媒となり、再び冷媒配管２１を通り室内
熱交換器１３に送られる。低温低圧の液冷媒は、ここで室内気から熱を奪って当該室内気
を冷却するとともに、冷媒自身は蒸発気化して低温低圧の気体冷媒となる。これが再び圧
縮機２０ｆに送出され、上記過程を繰り返すことになる。
【００２６】
これらの運転は、室内ユニット１０内に収められた室内ユニット制御部１５及び室外ユニ
ット２０内に収められた室外ユニット制御部２０ｇが協調することによって制御される。
【００２７】
以下では、本発明の特徴的部分について説明する。
上述した室内ユニット１０には換気装置３０が設けられているが、この換気装置３０の第
１の機能は室内の空気を換気することである。すなわち、上述した暖房運転時及び冷房運
転時には、室内の空気をクロスフローファン１４で吸引して室内熱交換器１３を通る冷媒
と熱交換させるため、室内の空気が循環するだけで外気の導入は行われない。通常、冷暖
房運転を行う際には窓等が閉められてほぼ密室状態になるため、たとえば室内に充満した
煙草の煙などを排気して十分な換気を行うことは困難になっている。
【００２８】
そこで、換気装置３０の換気ファン３１を運転することにより、室内気は室内気吸入口３
３から集風部材３５に流れ込み、吸入開口部３６から換気ファン３１に吸入された後、換
気ホース３２を通って室外に排気される。このような換気運転を続けることで、室内に充
満した煙草の煙などを排気すると共に、室内に設けられている換気口などから新鮮な外気
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を導入するという空気の流れが形成されるので、室内気の換気運転が可能となる。
なお、換気ホース３２は、室内ユニット１０の複数箇所に設けられた冷媒配管２１等の通
路用と兼用の打抜開口部１１ｂから選択した通路を通り、冷媒配管２１や電気配線と共に
壁を貫通して室外へ出されるが、その外側先端部には、図５に示すように、虫などが入り
込まないようにして格子状出口３７ａを設けた吹出口３７を取り付けてある。
【００２９】
一方、たとえば専用の換気ファンなどを室内に備えていて上述した換気運転の必要がない
場合、換気装置３０の第２の機能として、除塵装置または空気清浄装置とすることが可能
である。この場合の除塵装置または空気清浄装置は、換気ファン３１によって室内気の循
環量を増加させるものである。
そして、空気清浄機能を備えていない室内ユニット１０では、換気装置３０を除塵装置に
変更した場合には室内ユニット１０が本来備えているエアフィルタ１７による除塵能力を
向上させることができ、空気清浄装置に変更した場合には、新たに空気清浄機能を付加す
ることができる。また、エアフィルタ１７による除塵機能に加えて空気清浄機能を備えて
いる室内ユニット１０の場合は、フィルタ３４の種類により、除塵能力または空気清浄能
力を向上させることができる。
【００３０】
この場合、換気ホース３２の出口を室内側に向けて設置し、室内気吸入系統の適所にフィ
ルタ３４を設置する。
ここで使用するフィルタ３４が除塵（エア）フィルタの場合には、吸引した室内気を除塵
してから室内へ排出する除塵装置となる。
また、フィルタ３４として不織布よりなる空気清浄フィルタ（通常へパフィルタと呼ばれ
ている）を採用すると、吸引した室内気を空気清浄してから室内へ排出する空気清浄装置
となる。
【００３１】
ここで、換気装置３０を除塵装置または空気清浄装置として使用する場合、ケーシング１
１の壁面に複数箇所（左右の側面下部、左右の底面及び左右の背面下部など）設けられた
打抜開口部１１ｂの内、冷媒配管２１や電気配線通過用として使用されないで残ったもの
から適当な位置を一つ選択し、室外へ排気する換気機能を発揮させる場合と共用する吹出
口３７を室内へ向けて固定する。このため、換気ホース３２には、必要な長さに調整でき
るよう切断部３２ａを複数箇所に設けてある。なお、この切断部３２ａは、室外へ排気す
る場合のホース長さを調整するためにも使用でき、各切断部３２ａにおいては、吹出口３
７の取り付けできる断面形状を有している。
【００３２】
また、各打抜開口部１１ｂにはそれぞれ複数の打抜形状が設けられ、用途に応じて最適の
形状を選択できるようになっている。すなわち、換気装置３０として使用する場合におい
て、換気ホース３２、冷媒配管２１及び電気配線を全て通すのに適した形状と、換気装置
３０を除塵装置または空気清浄装置として使用する場合において、換気ホース３２先端の
吹出口３７を固定するのに適した形状と、冷媒配管及び電気配線を通すのに適した形状と
を適宜選択できるように、大きさや形状の異なるものを予め用意しておく。なお、冷媒配
管２１や電気配線などを室外ユニット２０へ接続する場合の最適な打抜開口部１１ｂの位
置は、室内ユニット１０の設置位置とスリーブの位置との関係から決まるものである。
【００３３】
一方、室内気吸入系統の途中に位置する集風部材３５には、図４に示すようにフィルタ取
付部３５ａを予め設けておき、換気装置３０の用途に応じてフィルタ３４を取り付けでき
るようにする。通常、室内気を室外へ排気する換気装置として使用する場合には、フィル
タ３４が不要である。しかし、換気装置６０を除塵装置または空気清浄装置として使用す
る時には、それぞれの機能に応じて除塵フィルタまたは空気清浄フィルタの設置が不可欠
である。
このようなフィルタ取付部３５ａは、前面パネル１２を開いたときにエアフィルタ１７と
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共に露出して着脱や清掃を容易に実施できる位置に設けておくのが好ましく、従って、集
風部材３５の前面側が広い面積を確保できることもあって最も適している。なお、フィル
タ取付部３５ａの構造については、たとえばエアフィルタ１７の取付構造など、種々の公
知技術の中から最適なものを採用することが可能である。
【００３４】
また、集風部材３５の開口面積を広くとるため、制御部１５を室内ユニット１０内の上部
後方へまとめて設置し、換気ファン３１を制御部１５の下方に配置すると共に、集風部材
３５を制御部１５及び換気ファン３１の前方へ配置した構成としてある。このため、空調
運転のために室内の空気を吸い込む吸込グリル１２ｂと室内気吸込口３３とを並べて配置
し、広い面積の室内気吸入口３３を設けることが可能になり、換気能力、除塵能力及び空
気清浄能力が向上する。さらに、吸込グリル１２ｄと室内気吸入口３３とを一体感のある
配置にすることが可能となり、外観のデザイン上でも有利になる。
【００３５】
このように、上述した本発明によれば、換気装置３０を使用者の好みに応じて換気装置以
外の機能を発揮する装置、すなわち除塵装置または空気清浄装置として容易に切り換えて
使用できるようになるので、換気装置３０の用途が広がってより一層便利になる。
換気装置３０を集塵装置または空気清浄装置として使用すると、室内気は広い面積を確保
した室内機吸入口３３から吸い込まれてフィルタ３４を通過し、除塵または空気清浄され
て集風部材３５に入る。そして、換気ファン３１に連通する吸入開口部３６に向けて集風
され、換気ファン３１及び換気ホース３２を通って吹出口３７から室内へ戻されるので、
クロスフローファン１４による室内ユニット１０の空気循環能力が換気ファン３１の能力
分向上する。また、通過するフィルタ３４の種類に応じて、集塵機能を向上させたり、空
気清浄機能を付加または向上させることも可能となる。
【００３６】
なお、本発明の構成は上述した実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱
しない範囲内において適宜変更することができる。
【００３７】
【発明の効果】
上述した本発明の室内ユニット及び空気調和機によれば、使用者の好みに応じて、換気装
置を集塵装置や空気清浄装置としても使用できるようになるので、換気装置を使用できな
い、あるいは、換気装置が必要ないといった設置環境や設置場所であっても、換気装置が
無駄になるようなことはない。従って、換気装置の有効利用が可能となり、商品性の高い
室内ユニット及び空気調和装置を提供できるという顕著な効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】  　本発明に係る室内ユニット及び空気調和機の一実施形態を示す部分断面斜視
図である。
【図２】  　本発明に係る室内ユニットの換気装置を示す部分断面斜視図である。
【図３】  　図２に示した室内ユニットの外観斜視図である。
【図４】  　本発明に係る室内ユニットの換気装置を示す断面図である。
【図５】  　換気ホース及び先端に取り付ける吹出口の構成を示す外観斜視図である。
【符号の説明】
１０　　　室内ユニット
１１　　　ケーシング
１１ｂ　　打抜開口部
１２　　　前面パネル
１２ｂ　　吸込グリル（吸込口）
１２ｃ　　吹出口
１３　　　室内熱交換器
１４　　　クロスフローファン（ファン）
１５　　　室内ユニット制御部
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１６　　　据え付け板
１７　　　エアフィルタ
２０　　　室外ユニット
２０ｂ　　室外熱交換器
２０ｃ　　プロペラファン（室外ファン）
２０ｆ　　圧縮機
２０ｇ　　室外ユニット制御部
２１　　　冷媒配管
３０　　　換気装置
３１　　　換気ファン
３２　　　換気ホース
３３　　　室内機吸入口
３４　　　フィルタ
３５　　　集風部材
３５ａ　　フィルタ取付部
３６　　　吸入開口部
３７　　　吹出口
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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